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十

郎
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〇

五
丹

三
十
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（水
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正
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一
一時

半

参
議

院
議

員
会
館

一
階

第

一
会
議

室

（第

五
六
七

回
）

講

一
題

現
代

生

活

に
も
活

か

そ
う

「
孫
子

の
兵
法

」

講

一
師

長

尾
剛
先

生

（
ノ
ン

フ
ィ
ク

シ

ョ
ン
作

家
）

現

代

の
厳

し

い
社

会
生

活

・
企

業
活

動

に
お

い
て
、

い
ま
、

「孫

子

の
兵
法

」
が

、
高

く
評
価

さ
れ

て
お

り

ま

す
。

「孫

子

の
兵
法

」
は
中
国

に
お

い
て

二
五

〇
〇
年
も
前

に
書

か

れ
た
も

の
で
す
が

、
古
く

か
ら

日
本

に

も

伝

え

ら
れ
、

源

義
家

や
、

今
、

話
題

の
大

河
ド

ラ

マ

「風
林

火
山

」

に
登
場

す

る
武

田
信
玄
も

愛
読

・
活

用

し
た

と
言

わ

れ

て
お
り

ま

す
。
本

来

は
、
戦

の
た

め

の
兵
法
書

で
す

が
、

い
ま

の
中

国
共

産
党
指

導
部

が
外

交

面

で
も

活
用

し

て
お
り

、

さ
ら

に
は
、

ア
メ
リ

カ
陸
軍

で
も
参

考
書

と
し

て
採

用
し

て
い
る
と

の
こ
と

で
す
。

た

と

え
ば

、

こ
の
書

に
あ
る

「彼

を
知
り

己
を

知

れ
ば

百
戦

し

て
殆
う

か

ら
ず

」
な

ど
は
、

企
業
戦

士
な

ど

現

代

に
お

い

て
も

参
考

に
な
り
、

そ

の
他
、

人
生

一
般

に
通

じ

る
多

く

の
知
恵

を
含

ん

で
お
り

ま
す

。

そ

こ

で
、

今

回

は
、

以
前

か

ら
、
古

典

を
分

か
り

や
す

く
解
説

す

る

こ
と

で
知

ら
れ

て

い
る

ノ

ン

フ
ィ
ク

シ

ョ
ン
作
家

・
長
尾

剛

先
生

に
御

解
説

を

い
た
だ
く

こ
と

に

い
た
し

ま
し

た
。

皆

さ

ま

の

こ
れ
か

ら

の
人

生

に
と

っ
て
も
、
御

参
考

に
な
る

と
思

い
ま
す

の
で
、

奮

っ
て
御

参
加

下
さ

い
ま

す
よ

う
、

よ

ろ
し

く

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

（清

原
記

）

▽

当

日
の
会
費

四
千
円

（昼
食
の
準
備
も
あ
り
、
前
日
ま
で
に
出
欠

の
御
連
絡
を
い
た
だ
き
た
く
）

 

　

口

御
報
告

去

る
四
月

二
十

三
日
の
月
例
会
は
、
小
泉
内
閣

で
主
要
閣
僚
を
歴
任
さ
れ
、
安
倍
政
権

で
は
自
民
党

の
政
務

調
査
会
長
と
し
て
、
日
本

の
政
策
運
営
の
中
心

に
お
ら
れ
る
中

川
昭

一
先
生
に
、

「
日
本
を
活
性
化
す
る
各
種

一

政
策

に

つ
い
て
」
御
解
説
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
要
旨
は
、

日
本
は
二
十
世
紀
末
の
デ

フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
、

不
良
債
権
処
理
な
ど
で

”失
わ
れ
た
十
年
“
と
な
り
、

二
十

一
世
紀

に
お
け
る
小
泉

こ
れ
を
清
算
す
る
た
め
、

政
権
の
改
革

は
大
層
意
義
が
あ
り
、
第

一
段

ロ
ケ

ッ
ト
で
あ

っ
た
。
安
倍
政
権
は
そ
れ

に
次
ぐ
改
革

の
た
め
の

第

二
段

ロ
ケ

ッ
ト
で
あ
る
。
そ
し
て
、
す
で
に
、
教
育
基
本
法
改
正
や
防
衛
庁
の
省
昇
格
を
実
現
し
、
憲
法
改

正

に
必
要
な
国
民
投
票
法
も
近
く
成
立
す
る
運
び
と
な

っ
て
い
る
し
，
教
育
改
革

三
法

の
審
議
も
進
め

つ
つ
あ

る
。一
安
全
保
障

に

つ
い
て
は
、
北
朝
鮮

の
核
ミ
サ
イ
ル

へ
の
対
応
は
、

日
米
同
盟
を

一
層
緊
密
化
す
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
保
と
し

て
は
原
発
は
も
ち
ろ
ん
、
石
油

に
代
わ
る
代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
が

必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
食
糧
安
保
と
し
て
は
国
内

の
自
給
率
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
中
国
が
目
覚
ま

し
い
経
済
発
展
を
し
て
い
る
が
、
環
境
破
壊
も
ひ
ど

い
も

の
が
あ
る
。

こ
の
点
、

日
本
は
環
境
技
術
、
新

エ
ネ

　

ル
ギ

ー
技

術

の
大

国

な

の

で
、

中
国

初

め
世
界

に
貢
献

し

て
ゆ

き
た

い
と
述

べ
ら

れ
、

一
同

、
感
銘

し

ま
し

た
。

 

▽

当

（財

）

協
和

協
会

は
、

「
各
界

の
志

あ

る
指

導
者

・
経
験
者

が
、

党
派

・
利
害

・
打

算

を
超

え

て
、

真

に

国

家
的

見

地

か
ら

、
我

が
国

立

国

の
基

礎

を
な

す
諸

課
題

を
検

討
し

て
、
世

の
中

に
貢
献

し

よ
う

」
と

の
趣
旨

に

て
、

昭
和

四
十

九
年

、
岸

信
介

元

総

理

に
よ

っ
て
創

設

さ
れ

た
財
団

。
第

二
代
会

長

は
福

田
赴
夫

元
総

理
。

第

三
代

会

長

は
櫻

内
義

雄

元
衆
議

院

議
長
、

そ
し

て
、

平
成

十

五
年
十

月
七

日
、

塩
川

正
十
郎

元
財

務

大
臣

が

会

長

に
就

任

し

て
お
り

ま

す
。

な
お
、

平
成

十

四
年
夏

か

ら
、

理
事
長

に
、
半

田
晴

久

が
就

任
し

て
お

り
ま
す

。

会

員

は
、

政

・
財

・
官

・
学

・
民

各
界

の
有
志

が

バ

ラ

ン
ス
よ
く
集

ま

っ
て

い
ま
す

。
国

会
議

員

・
同
秘
書

は
随

時
参

加

自
由

。

こ
の
月
例
講

話
会

の

ほ
か

、
内
部

に
は
、
十

五

ほ
ど

の
専
門
的

な

部
会

・
委

員
会

が
あ
り

、

こ
れ

ま

で

に
、

政

府

へ
提

出
し

た
意

見
書

・
要
請

書

は
、

百

二
十

四
本

に
達

し

て
お
り

ま
す
。
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◎

添

付

の

ハ
ガ

キ
、

ま

た
は
、

F
A

X

に
て
、

一一御
芳
名

前

日
ま

で

に
、

頭
記
月

例
会

へ
の
御
返

信
を

い
た
だ

き
た
く

。
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五
月
三
十
日

一一

（
水

）

出

欠

（
い
ず
れ
か
に
○
印

－

昼
食
弁
当
を
用
意
す
る
た
め

に
も
）


